






































デジタルプロダクツ事業グループ 電子デバイス事業グループ 社会インフラ事業グループ

デジタルプロダクツ＆サービス第一事業部

デジタルプロダクツ＆サービス第二事業部

デジタルプロダクツ＆サービス第三事業部

青梅事業所

深谷事業所

社　　長

報酬委員会

取締役会

指名委員会監査委員会

原子力事業部

     磯子エンジニアリングセンター

ＷＥＣ事業部

火力・水力事業部

電力・社会システム技術開発センター

京浜事業所

電力システム社デジタルプロダクツ＆サービス社

ディスクリート半導体事業部

　　姫路半導体工場

　　北九州工場

アナログ・イメージングIC事業部

　　大分工場

ロジックLSI事業部

メモリ事業部

　　四日市工場

ストレージプロダクツ事業部

　　青梅ストレージプロダクツ工場

半導体研究開発センター

セミコンダクター＆ストレージ社 ODD事業統括部

経営企画部

広報室

米州総代表

欧州総代表

アジア総代表

中国総代表

戦略企画グループ

ISセンター

情報セキュリティセンター

情報・セキュリティグループ

法務部

提携法務部

法務グループ

輸出管理部

輸出管理グループ

品質推進室

CSR推進室

産業政策渉外部

CSR本部

品質統括本部

イノベーション推進本部

イノベーション推進部 人事部

人権啓発室

多様性推進部

東芝病院

人事グループ

財務部

新経理制度
対応推進部

財務グループ

調達部

ロジスティクス企画室

調達・ロジスティクスグループ

生産企画部

環境推進部

生産技術センター

横浜事業所

姫路工場

生産統括グループ
新照明システム事業統括部

スマートコミュニティ事業統括部

部品材料事業統括部

技術企画室

知的財産部

研究開発センター

ソフトウェア技術センター

技術統括グループ

中部支社
九州支社
中国支社
北陸支社
東北支社

関西支社

北海道支社
四国支社
首都圏支社
首都圏南支社

（支社・支店）
営業企画室

CS推進部

総合営業推進部

広告部

デザインセンター

東北復興推進室

営業統括グループ

組  織

経営監査部

監査委員会室

電力流通システム事業部

鉄道・自動車システム事業部

　　鉄道システム統括部

　　自動車システム統括部

　　モータドライブシステム統括部

ソリューション・自動化機器事業部

電波システム事業部

水・環境システム事業部

府中事業所

　　佐久工場

　　柏崎工場

浜川崎工場

小向事業所

三重工場

社会インフラシステム社
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世界と調和し、世界と共に発展していきます。国内拠点／海外拠点

海外事務所・海外子会社
および関係会社

国内事業場

研究所・工場

生産技術センター
研究開発センター
ソフトウェア技術センター
半導体研究開発センター
電力・社会システム技術開発センター

横浜事業所
姫路工場
青梅事業所
深谷事業所
姫路半導体工場
北九州工場
大分工場
四日市工場
青梅ストレージプロダクツ工場
磯子エンジニアリングセンター
京浜事業所
府中事業所
佐久工場
柏崎工場
浜川崎工場
小向事業所
三重工場

本社・支社・支店・営業所

本社事務所
首都圏支社
東関東支店
新潟支店
長野支店
茨城支店

首都圏南支社
西東京支店

関西支社
　和歌山営業所

中部支社
トヨタ支店
静岡支店

九州支社
大分支店
　熊本営業所
　宮崎営業所
沖縄支店

中国支社
岡山支店
　山陰営業所
　鳥取営業所

北陸支社
金沢支店
福井支店

東北支社
福島支店
岩手支店
　秋田営業所
　青森営業所
　山形営業所

北海道支社

四国支社
松山支店
　高知営業所
　徳島営業所

海外子会社および関連会社

北米
カナダ
 ●  東芝カナダ社
 ●  東芝テックカナダ社

米国
 ●  東芝アメリカ社
 ●  東芝アメリカ情報システム社
 ●  東芝インターナショナル米国社
 ●  東芝アメリカ原子力エナジー社
 ●  レジェンコ社
 ●  ハイドロ・パワー・サービス社
 ●  東芝アメリカ電子部品社
 ●  東芝ビジネスソリューション米国社
 ●  東芝アメリカメディカルシステムズ社
 ●  東芝原子力エナジーホールディングス（米国）社
 ●  ウェスチングハウスエレクトリックカンパニー社
 ●  東芝テックアメリカ流通情報システム社
 ●  東芝アメリカビジネスソリューション社
 ●  東芝メディカルリサーチ・アメリカ社
 ●  ハリソン東芝ライティング米国社

中南米
チリ
●  東芝チリ社

ペルー
●  東芝ペルー社

コロンビア
●  東芝デジタルプロダクツ・コロンビア社

メキシコ
●  東芝メキシコ社
●  ジーイー東芝タービンコンポーネンツメキシコ社

ベネズエラ
●  東芝ベネズエラ社

ブラジル
●  東芝ブラジル社
●  センプ東芝アマゾナス社
●  ブラジル家電サービス社
●  東芝エレクトロニクス・ブラジル社
●  東芝・ド・ブラジル社
●  東芝社会インフラシステム南米社
●  東芝メディカル・ド・ブラジル社

欧州
英国
 ●  東芝ヨーロッパ社
 ●  東芝インターナショナルファイナンス英国社
 ●  東芝欧州研究所
 ●  東芝情報システム英国社
 ●  東芝インターナショナル・ヨーロッパ社
 ●  東芝テック英国画像情報システム社
 ●  東芝メディカルシステムズ･英国社
 ●  東芝メディカル・ビジュアライゼーション・システムズ・ヨーロッパ社
 ●  東芝キヤリア英国社

スウェーデン
 ●  東芝テック北欧社

オランダ
 ●  東芝メディカルシステムズ･ヨーロッパ社

ベルギー
 ●  東芝テックヨーロッパ流通情報システム社
 ●  東芝メディカルシステムズ･ベルギー社

ドイツ
 ●  東芝システム欧州社
 ●  東芝エレクトロニクス・ヨーロッパ社
 ●  東芝テックドイツ画像情報システム社
 ●  東芝メディカルシステムズ･ドイツ社

フランス
 ●  東芝システム・フランス社
 ●  シュネデール東芝インバータ社
 ●  シュネデール東芝インバータ・ヨーロッパ社
 ●  東芝テックフランス画像情報システム社
 ●  東芝テックヨーロッパ画像情報システム社
 ●  東芝メディカルシステムズ･フランス社
 ●  東芝照明フランス社

オーストリア
 ●  STIパワ－ドライブ社
 ●  東芝メディカルシステムズ･オーストリア社

スイス
 ● 東芝テックスイス社
 ● 東芝メディカルシステムズ･スイス社

ポーランド
 ● 東芝テレビ中欧社
 ● 東芝テックポーランド社
 ● テックポーランド社

イタリア
 ● アンサルドT＆D社
 ● 東芝テックイタリア画像情報システム社
 ● テックイタリア社
 ● 東芝メディカルシステムズ・イタリア社

スペイン
 ● 東芝メディカルシステムズ･スペイン社

ロシア
 ● 東芝CIS社
 ● 東芝メディカルシステムズ・ロシア社

アフリカ
エジプト
 ● 東芝エルアラビビジュアルプロダクツ社
 ● 東芝エルアラビビジュアル＆アプライアンス販売社

中東
U.A.E.
 ● 東芝ガルフ社

クウェート
 ● 東芝パワーシステムズ・クウェート社

アジア
中国
 ● 東芝中国社
 ● 東芝大連社
 ● 東芝杭州社
 ● 杭芝機電社
 ● 大連東芝テレビジョン社
 ● 東芝ストレージデバイス上海社
 ● 東芝情報機器杭州社
 ● 東芝PC＆ネットワーク上海社
 ● 東芝ビジュアルプロダクツ（中国）社　　　　
 ● 広州東芝白雲電器設備社

 ● 大連東芝車両電気設備社
 ● 東芝白雲真空バルブ（錦州）社
 ● 中電装備東芝（常州）変圧器社｠
 ● 河南平高東芝高圧開閉器社
 ● 珠海許継芝電網自動化社
 ● 中電装備東芝（廊坊）避雷器社
 ● 東芝水力機器杭州社
 ● 東芝興儀制御システム（西安）社
 ● 広州東芝白雲自動化系統社
 ● 大連東芝放送システム社
 ● 東芝エレクトロニクス上海社
 ● 東芝エレクトロニクス深圳社
 ● 東芝セミコンダクタ無錫社
 ● 厦門芝栄社
 ● 東芝テック深圳社
 ● 東芝エレベータ瀋陽社
 ● 東芝エレベータ中国社
 ● KONE TELC エスカレータ製造社
 ● 東芝医療系統（中国）有限公司
 ● 東芝産品服務（上海）社
 ● 東芝家用電器販売（南海）有限公司　
 ● 東芝家電製造（深圳）社
 ● 東芝家電製造（南海）社　
 ● 東山電池工業（中国）有限公司　
 ● 東芝照明（福州）有限公司　
 ● 深圳深芝精密部件有限公司
 ● ハリソン東芝ライティング昆山社
 ● 東芝電器貿易上海社
 ● 広東美芝コンプレッサー社
 ● 広東美芝精密製造社
 ● 広東美的制冷社
 ● 広東美的商用空調社
 ● 広東美的蕪湖制冷社
 ● 広東美的武漢制冷社
 ● 東芝キヤリア空調販売（上海）社
 ● 無錫通芝微電子有限公司
 ● 常州東芝舒電変圧器社
 ● 東芝輸変電設備製造（河南）社

韓国
 ● 東芝エレクトロニクス韓国社
 ● 東芝デジタルメディアネットワーク韓国社
 ● 東芝ストレージデバイス韓国社
 ● 東芝テック韓国社
 ● 東芝エレベータ韓国社

台湾
 ● 東芝国際調達台湾社
 ● 東芝情報・重電システム台湾社
 ● 東芝デジタルメディアネットワーク台湾社
 ● 東芝メモリ半導体台湾社
 ● 東芝エレクトロニクス台湾社
 ● ハリソン東芝ライティング台湾社

香港
 ● 東芝香港社
 ● 東芝エレクトロニクス・アジア社
 ● 東芝国際調達香港社
 ● 東芝テック香港調達・物流サービス社
 ● シュバリエ香港社　
 ● 東芝ライテック香港社
 ● 東山電池工業（香港）有限公司

フィリピン
 ● 東芝フィリピン社
 ● 東芝情報機器フィリピン社

ベトナム
 ● 東芝家電ベトナム社
 ● 東芝ソフトウェア開発ベトナム社
 ● 東芝電力流通システム・ベトナム社
 ● 東芝産業機器アジア社
 ● 東芝クリーン開発サービス・ベトナム社

タイ
 ● 東芝タイ社
 ● 東芝セミコンダクタ・タイ社
 ● 東芝エレクトロニクス・サービス・タイ社
 ● 東芝ストレージデバイス・タイ社
 ● 東芝家電製造タイ社
 ● タイ東芝電気工業社
 ● タイ東芝照明社
 ● 東芝ライテック･コンポーネンツ タイ社
 ● 東芝キヤリア･タイ社

マレーシア
 ● 東芝セールスアンドサービス社
 ● 東芝エレクトロニクス・マレーシア社
 ● 東芝エレクトロニクストレーディング･マレーシア社
 ● トス・エナジー・マレーシア社
 ● 東芝電力流通システム・アジア社
 ● ティムマレーシア社
 ● エムエス　エレベーターズエンジニアリング社
 ● エムエス　エレベーターズ社

シンガポール
 ● 東芝キャピタル・アジア社
 ● 東芝アジア・パシフィック社
 ● 東芝デ－タ・ダイナミックス社
 ● 東芝シンガポール社
 ● 東芝エレクトロニクス・アジア社（シンガポール）
 ● 東芝テックシンガポール社
 ● 東芝メディカルシステムズ･アジア社
 ● 東芝コンシューママーケティングシンガポール社

インドネシア
 ● 東芝家電製造インドネシア社
 ● 東芝ビジュアルメディアネットワークインドネシア社
 ● エンビテックペルカサ社
 ● テックインドネシア社

インド
 ● 東芝インド社
 ● 東芝エンベデットソフトウェアインド社
 ● 東芝ジェイエスダブリュータービン・発電機社
 ● 東芝エレベータ・インド社

オセアニア
オーストラリア
 ● 東芝インターナショナル・オーストラリア社
 ● 東芝オーストラリア社
 ● 東芝テックオーストラリア社

海外事務所

アフリカ
ヨハネスブルク

（2012年1月1日現在）
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グループ各社との連携が
さらに大きなパワーを生み出します。

グループ総合力 創業者から続く
“飽くなき探究心”と“情熱”。

東芝のDNA

主要グループ会社
東芝グループの各社は、デジタルプロダクツ、電子デバイス、社会インフラ、家庭電器など幅広い分野で、グローバルに事業を展開していま
す。製品やサービスを提供するだけでなく、顧客満足の向上を目指し、納入した製品やシステムの保守・管理・運用を責任を持って担当する
専門会社もグループ内に有しています。

デジタルプロダクツ部門

東芝テック株式会社
東芝映像機器株式会社
東芝メディア機器株式会社
東芝DVDライセンス株式会社
TDビジネスサポート株式会社
東芝情報機器株式会社
東芝パソコンシステム株式会社
東芝デジタルメディアエンジニアリング株式会社
株式会社東芝オー・エー・コンサルタント
東芝デジタルフロンティア株式会社
株式会社ビジネストラベルジャパン　

電子デバイス部門

東芝モバイルディスプレイ株式会社
岩手東芝エレクトロニクス株式会社
加賀東芝エレクトロニクス株式会社
東芝コンポーネンツ株式会社
豊前東芝エレクトロニクス株式会社
浜岡東芝エレクトロニクス株式会社
東芝マイクロエレクトロニクス株式会社
姫路東芝電子部品株式会社
東芝デバイス株式会社
株式会社デバイスリンク
東芝ディスクリートテクノロジー株式会社
エーエスデバイス株式会社
東芝メモリシステムズ株式会社
東芝メモリアドバンスドパッケージ株式会社
東芝コンピュータテクノロジー株式会社
東芝ストレージデバイス株式会社
東芝サムスンストレージ・テクノロジー株式会社

社会インフラ部門

東芝エレベータ株式会社
東芝ソリューション株式会社
東芝メディカルシステムズ株式会社
東芝原子力エンジニアリングサービス株式会社
株式会社潮見製作所
東芝アイテック株式会社
東芝システムテクノロジー株式会社
東芝ジーイータービンコンポーネンツ株式会社
東芝ジーイー・タービンサービス株式会社
東芝テクニカルサービスインターナショナル株式会社
東芝電力検査サービス株式会社
東芝電力放射線テクノサービス株式会社
東芝燃料電池システム株式会社
東芝プラントシステム株式会社　
川俣精機株式会社

北芝電機株式会社
芝府エンジニアリング株式会社
東芝ITコントロールシステム株式会社
東芝菰野電機株式会社
東芝産業機器システム株式会社
東芝産業機器製造株式会社
東芝シュネデール・インバータ株式会社
東芝ディーエムエス株式会社
東芝トランスポートエンジニアリング株式会社
東芝変電機器テクノロジー株式会社
東芝三重メンテサービス株式会社
東芝三菱電機産業システム株式会社
西芝電機株式会社
東芝電力システムエージェンシー株式会社
東光東芝メーターシステムズ株式会社
東芝テリー株式会社
東芝ソシアルシステム・ファシリティーズ株式会社
株式会社テルム
東芝EIコントロールシステム株式会社
東芝電機サービス株式会社
西日本家電リサイクル株式会社
東芝アクアパブリックテクノス株式会社
株式会社ジオスチーム
東芝放送ネットワークエンジニアリング株式会社
東芝電波プロダクツ株式会社
東芝電波コンポーネンツ株式会社
東芝電波システムエンジニアリング株式会社
東京エレクトロニツクシステムズ株式会社
東芝ソシオシステムズ株式会社
東芝自動機器システムサービス株式会社
NEC東芝スペースシステムズ株式会社
東芝特機電子株式会社
株式会社ブロードネットマックス
日本エレクトロニツクシステムズ株式会社
池上通信機株式会社
株式会社ジャパン・アイディ－
東芝アルパイン・オートモーティブテクロノジー株式会社
東芝情報システム株式会社
東芝ITサービス株式会社
日本システム株式会社
九州東芝エンジニアリング株式会社
中部東芝エンジニアリング株式会社
東芝ソリューション販売首都圏株式会社
イー・ビー・ソリューションズ株式会社
東芝関西情報システム株式会社
東芝ピーエム株式会社
株式会社トスバックシステムズ
東芝メディカル製造株式会社
東芝医用システムエンジニアリング株式会社
東芝医療用品株式会社

沖縄東芝メディカル株式会社
東芝医用ファイナンス株式会社
東芝医療情報システムズ株式会社
東芝電子管デバイス株式会社

家庭電器部門ほか

東芝コンシューマエレクトロニクス・ホールディングス株式会社
東芝ホームアプライアンス株式会社
東芝ライテック株式会社
ハリソン東芝ライティング株式会社
東芝キヤリア株式会社
東芝コンシューママーケティング株式会社
東芝テクノネットワーク株式会社
東芝ホームテクノ株式会社
東芝マテリアル株式会社
東芝ホクト電子株式会社
東芝電子エンジニアリング株式会社
ティ・ディ・ピー株式会社

一般関係会社

東芝ファイナンス株式会社
芝浦メカトロニクス株式会社
東芝ロジスティクス株式会社
東芝シグマコンサルテイング株式会社
NREG東芝不動産株式会社
東芝セキュリティ株式会社
東芝ビジネス＆ライフサービス株式会社
東芝ツーリスト株式会社
東芝総合人材開発株式会社
東芝ヒューマンアセットサービス株式会社
東芝ウィズ株式会社
東芝保険サービス株式会社
東芝インフォメーションシステムズ株式会社
東芝アイエス・コンサルティング株式会社
東芝アカウンティングサービス株式会社
東芝マーケティング・コンサルタント株式会社
東芝テクノセンター株式会社
東芝リサーチ・コンサルティング株式会社
東芝トレーディング株式会社
東芝機械株式会社
株式会社トプコン
アジアエレクトロニクス株式会社

1875（明治8）年  田中久重、銀座に工場創設（芝浦製作所の前身）
1890（明治23）年  藤岡市助らが白熱舎を創設（東京電気の前身）
1939（昭和14）年  芝浦製作所と東京電気が合併し、「東京芝浦電気」となる
1984（昭和59）年 「株式会社東芝」に社名を変更

創業者が抱き続けた“飽くなき探究心”と“情熱”は今も「東芝のＤＮＡ」として着実に受け継がれています。
そして、世界トップクラスの技術力で、新製品・サービスを生み出し、世の中に豊かな価値を提供していく原動力になっています。

藤岡市助は、日本の電気工学の草創期を支えた研究者でした。日本初の電灯（アーク灯）の研究に携わり、国の使節として渡
米した際にエジソンからアドバイスを受けます。その後白熱電球の実用化に取り組み、1890（明治23）年、三吉正一とともに
「白熱舎」を創設し電球製造を開始しました。

田中久重 藤岡市助

（株）東芝所有・国立科学博物館へ寄託

「弓曳き童子」1820年代製作 「文字書き人形」1840～50年頃製作

日本で初めて輝いた電灯はアーク灯でした（1878年／明治11年）が、より目に優しく実用的な白熱電球は当初外国製品に依
存していました。白熱電球の国産化を決心した市助は、ガラス管球やフィラメントの作成、管球内の空気排出などの技術課題
をクリアし、日本で初めて竹フィラメントの炭素電球を製造しました。

国産初期の白熱（炭素）電球 1890年代製造

（左）東芝科学館所蔵、（中央・右）佐賀県立博物館所蔵

長年改良を重ねた画期的な燃料供給機構に
より、当時主流のロウソクや行灯に対し明るさ
と利便性を格段に高めました。船舶の技術を
応用して燃料を空気圧で灯芯に送り、ロウソク
の約10倍明るい燃焼を実現し、燃料タンクも
大容量に工夫して補給頻度を減らしました。

画期的な明るさの「無尽灯」
1837（天保8）年製作

４本の矢を順番に手に取り連射します。ゼンマ
イには耐久力の高い真鍮が使われました。4回
のうち1回は的をはずすように羽根に細工があ
り、頭部を動かし悔しげな表情にも見えます。こ
うした予想を裏切る面白さに、技術力だけでな
く演出力もうかがえます。

人々を惹きつけた「からくり人形」の傑作

東野進氏所蔵

精巧なからくりで、自然な毛筆を見事に書き上
げます。ゼンマイを動力にカムを利用して、右手
の筆に墨をつけて「寿」「松」「竹」「梅」の4種
の文字を書くことができます。筆先を視ながら
肩関節からの動きで筆圧を調整する人間らし
いしぐさ表情が特徴的です。

久留米市教育委員会写真提供

田中久重は、幕末から明治にかけ多くの発明品を世に送り出し、「江戸時代のエジソン」とも言われる発明家でした。精密加工の腕前に
加え、電信技術や蒸気機関など西洋技術にも明るい技術者の久重が、1875（明治8）年、７６歳の時に銀座煉瓦街に開業した店舗兼工
場が、東芝の起源です。

和時計の最高傑作「万年自鳴鐘（万年時計）」
1851（嘉永4）年製作

非常に精巧な機構と工芸美から、和時計の最
高傑作と言われます。時刻や日付などを表示す
る６種類の時計と、太陽・月の軌道を表す天頂
部の天球儀が全て連動し、一度ネジを巻くと１
年は動いたと言われます。天文暦学や和算も学
び、独自の精密な機構を実現した代表作です。

 創業者  田中久重

 もう一人の創業者  藤岡市助

久留米市教育委員会所蔵
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グループ各社との連携が
さらに大きなパワーを生み出します。

グループ総合力 創業者から続く
“飽くなき探究心”と“情熱”。

東芝のDNA

主要グループ会社
東芝グループの各社は、デジタルプロダクツ、電子デバイス、社会インフラ、家庭電器など幅広い分野で、グローバルに事業を展開していま
す。製品やサービスを提供するだけでなく、顧客満足の向上を目指し、納入した製品やシステムの保守・管理・運用を責任を持って担当する
専門会社もグループ内に有しています。

デジタルプロダクツ部門

東芝テック株式会社
東芝映像機器株式会社
東芝メディア機器株式会社
東芝DVDライセンス株式会社
TDビジネスサポート株式会社
東芝情報機器株式会社
東芝パソコンシステム株式会社
東芝デジタルメディアエンジニアリング株式会社
株式会社東芝オー・エー・コンサルタント
東芝デジタルフロンティア株式会社
株式会社ビジネストラベルジャパン　

電子デバイス部門

東芝モバイルディスプレイ株式会社
岩手東芝エレクトロニクス株式会社
加賀東芝エレクトロニクス株式会社
東芝コンポーネンツ株式会社
豊前東芝エレクトロニクス株式会社
浜岡東芝エレクトロニクス株式会社
東芝マイクロエレクトロニクス株式会社
姫路東芝電子部品株式会社
東芝デバイス株式会社
株式会社デバイスリンク
東芝ディスクリートテクノロジー株式会社
エーエスデバイス株式会社
東芝メモリシステムズ株式会社
東芝メモリアドバンスドパッケージ株式会社
東芝コンピュータテクノロジー株式会社
東芝ストレージデバイス株式会社
東芝サムスンストレージ・テクノロジー株式会社

社会インフラ部門

東芝エレベータ株式会社
東芝ソリューション株式会社
東芝メディカルシステムズ株式会社
東芝原子力エンジニアリングサービス株式会社
株式会社潮見製作所
東芝アイテック株式会社
東芝システムテクノロジー株式会社
東芝ジーイータービンコンポーネンツ株式会社
東芝ジーイー・タービンサービス株式会社
東芝テクニカルサービスインターナショナル株式会社
東芝電力検査サービス株式会社
東芝電力放射線テクノサービス株式会社
東芝燃料電池システム株式会社
東芝プラントシステム株式会社　
川俣精機株式会社

北芝電機株式会社
芝府エンジニアリング株式会社
東芝ITコントロールシステム株式会社
東芝菰野電機株式会社
東芝産業機器システム株式会社
東芝産業機器製造株式会社
東芝シュネデール・インバータ株式会社
東芝ディーエムエス株式会社
東芝トランスポートエンジニアリング株式会社
東芝変電機器テクノロジー株式会社
東芝三重メンテサービス株式会社
東芝三菱電機産業システム株式会社
西芝電機株式会社
東芝電力システムエージェンシー株式会社
東光東芝メーターシステムズ株式会社
東芝テリー株式会社
東芝ソシアルシステム・ファシリティーズ株式会社
株式会社テルム
東芝EIコントロールシステム株式会社
東芝電機サービス株式会社
西日本家電リサイクル株式会社
東芝アクアパブリックテクノス株式会社
株式会社ジオスチーム
東芝放送ネットワークエンジニアリング株式会社
東芝電波プロダクツ株式会社
東芝電波コンポーネンツ株式会社
東芝電波システムエンジニアリング株式会社
東京エレクトロニツクシステムズ株式会社
東芝ソシオシステムズ株式会社
東芝自動機器システムサービス株式会社
NEC東芝スペースシステムズ株式会社
東芝特機電子株式会社
株式会社ブロードネットマックス
日本エレクトロニツクシステムズ株式会社
池上通信機株式会社
株式会社ジャパン・アイディ－
東芝アルパイン・オートモーティブテクロノジー株式会社
東芝情報システム株式会社
東芝ITサービス株式会社
日本システム株式会社
九州東芝エンジニアリング株式会社
中部東芝エンジニアリング株式会社
東芝ソリューション販売首都圏株式会社
イー・ビー・ソリューションズ株式会社
東芝関西情報システム株式会社
東芝ピーエム株式会社
株式会社トスバックシステムズ
東芝メディカル製造株式会社
東芝医用システムエンジニアリング株式会社
東芝医療用品株式会社

沖縄東芝メディカル株式会社
東芝医用ファイナンス株式会社
東芝医療情報システムズ株式会社
東芝電子管デバイス株式会社

家庭電器部門ほか

東芝コンシューマエレクトロニクス・ホールディングス株式会社
東芝ホームアプライアンス株式会社
東芝ライテック株式会社
ハリソン東芝ライティング株式会社
東芝キヤリア株式会社
東芝コンシューママーケティング株式会社
東芝テクノネットワーク株式会社
東芝ホームテクノ株式会社
東芝マテリアル株式会社
東芝ホクト電子株式会社
東芝電子エンジニアリング株式会社
ティ・ディ・ピー株式会社

一般関係会社

東芝ファイナンス株式会社
芝浦メカトロニクス株式会社
東芝ロジスティクス株式会社
東芝シグマコンサルテイング株式会社
NREG東芝不動産株式会社
東芝セキュリティ株式会社
東芝ビジネス＆ライフサービス株式会社
東芝ツーリスト株式会社
東芝総合人材開発株式会社
東芝ヒューマンアセットサービス株式会社
東芝ウィズ株式会社
東芝保険サービス株式会社
東芝インフォメーションシステムズ株式会社
東芝アイエス・コンサルティング株式会社
東芝アカウンティングサービス株式会社
東芝マーケティング・コンサルタント株式会社
東芝テクノセンター株式会社
東芝リサーチ・コンサルティング株式会社
東芝トレーディング株式会社
東芝機械株式会社
株式会社トプコン
アジアエレクトロニクス株式会社

1875（明治8）年  田中久重、銀座に工場創設（芝浦製作所の前身）
1890（明治23）年  藤岡市助らが白熱舎を創設（東京電気の前身）
1939（昭和14）年  芝浦製作所と東京電気が合併し、「東京芝浦電気」となる
1984（昭和59）年 「株式会社東芝」に社名を変更

創業者が抱き続けた“飽くなき探究心”と“情熱”は今も「東芝のＤＮＡ」として着実に受け継がれています。
そして、世界トップクラスの技術力で、新製品・サービスを生み出し、世の中に豊かな価値を提供していく原動力になっています。

藤岡市助は、日本の電気工学の草創期を支えた研究者でした。日本初の電灯（アーク灯）の研究に携わり、国の使節として渡
米した際にエジソンからアドバイスを受けます。その後白熱電球の実用化に取り組み、1890（明治23）年、三吉正一とともに
「白熱舎」を創設し電球製造を開始しました。

田中久重 藤岡市助

（株）東芝所有・国立科学博物館へ寄託

「弓曳き童子」1820年代製作 「文字書き人形」1840～50年頃製作

日本で初めて輝いた電灯はアーク灯でした（1878年／明治11年）が、より目に優しく実用的な白熱電球は当初外国製品に依
存していました。白熱電球の国産化を決心した市助は、ガラス管球やフィラメントの作成、管球内の空気排出などの技術課題
をクリアし、日本で初めて竹フィラメントの炭素電球を製造しました。

国産初期の白熱（炭素）電球 1890年代製造

（左）東芝科学館所蔵、（中央・右）佐賀県立博物館所蔵

長年改良を重ねた画期的な燃料供給機構に
より、当時主流のロウソクや行灯に対し明るさ
と利便性を格段に高めました。船舶の技術を
応用して燃料を空気圧で灯芯に送り、ロウソク
の約10倍明るい燃焼を実現し、燃料タンクも
大容量に工夫して補給頻度を減らしました。

画期的な明るさの「無尽灯」
1837（天保8）年製作

４本の矢を順番に手に取り連射します。ゼンマ
イには耐久力の高い真鍮が使われました。4回
のうち1回は的をはずすように羽根に細工があ
り、頭部を動かし悔しげな表情にも見えます。こ
うした予想を裏切る面白さに、技術力だけでな
く演出力もうかがえます。

人々を惹きつけた「からくり人形」の傑作

東野進氏所蔵

精巧なからくりで、自然な毛筆を見事に書き上
げます。ゼンマイを動力にカムを利用して、右手
の筆に墨をつけて「寿」「松」「竹」「梅」の4種
の文字を書くことができます。筆先を視ながら
肩関節からの動きで筆圧を調整する人間らし
いしぐさ表情が特徴的です。

久留米市教育委員会写真提供

田中久重は、幕末から明治にかけ多くの発明品を世に送り出し、「江戸時代のエジソン」とも言われる発明家でした。精密加工の腕前に
加え、電信技術や蒸気機関など西洋技術にも明るい技術者の久重が、1875（明治8）年、７６歳の時に銀座煉瓦街に開業した店舗兼工
場が、東芝の起源です。

和時計の最高傑作「万年自鳴鐘（万年時計）」
1851（嘉永4）年製作

非常に精巧な機構と工芸美から、和時計の最
高傑作と言われます。時刻や日付などを表示す
る６種類の時計と、太陽・月の軌道を表す天頂
部の天球儀が全て連動し、一度ネジを巻くと１
年は動いたと言われます。天文暦学や和算も学
び、独自の精密な機構を実現した代表作です。

 創業者  田中久重

 もう一人の創業者  藤岡市助

久留米市教育委員会所蔵
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歴史と沿革

田中久重、東京・新橋に
電信機工場を創設。
藤岡市助、三吉正一が
東京・京橋に白熱舎創設。
わが国初の炭素電球を製造。
わが国初の水車発電機（60kW）を製作。
わが国初の扇風機を完成。
わが国初の誘導電動機（モータ）を製作。

わが国初のX線管の製造に成功。
わが国初のラジオ用送信管を完成。
世界の電球6大発明の1つ「二重コイル電球」を発明。
ブラウン管の試作に成功。
わが国初のラジオ受信機を製造発売。

わが国初の電気洗濯機および
電気冷蔵庫を完成、発表。
わが国初の電気掃除機を発売。
NHK向けとしてわが国初の
150kW大電力放送機を完成。
東京電気と芝浦製作所が合併し、
東京芝浦電気株式会社が発足。
わが国初の蛍光ランプを製作。
わが国初のレーダ完成。
わが国初の1,500A-1,000kW
単極水銀整流器を完成。

わが国初のテレビ放送機およびテレビ中継
マイクロウェーブ装置を完成。
わが国最大の72,500KVAかさ形水車発電機を製作。
わが国初の自動式電気釜を発売。
南極観測用オーロラレーダおよび
散乱現象観測用レーダを完成。
わが国初のトランジスタ式テレビを完成。
わが国初の電子レンジを開発。
わが国初の12,500kW原子力用
タービン発電機、
衛星通信用送信装置を完成。
世界的規模を誇る東海道新幹線用
変電所集中遠方監視制御装置を完成。
世界初の郵便物自動処理装置を完成。
わが国最大の100,000ガウス超電導磁石を完成。
世界初のカラーテレビ電話を開発。
世界初の大幅IC化カラーテレビを発売。
わが国最大の70万kWタービン発電機完成。
世界初のブラックストライプ方式
ブラウン管採用のカラーテレビを発売。

創立100周年を迎える。
わが国最大の100万kWタービン発電機完成。
実験用中形放送衛星「ゆり」
打ち上げに成功。
わが国初の日本語ワードプロ
セッサ製品化。

1875
1875年（明治8年）

1890年（明治23年）

1894年（明治27年）

1895年（明治28年）

1900
1915年（大正4年）
1919年（大正8年）
1921年（大正10年）
1924年（大正13年）

1925
1930年（昭和5年）

1931年（昭和6年）
1936年（昭和11年）

1939年（昭和14年）

1940年（昭和15年）
1942年（昭和17年）
1949年（昭和24年）

1950
1952年（昭和27年）

1953年（昭和28年）
1955年（昭和30年）
1957年（昭和32年）

1959年（昭和34年）

1963年（昭和38年）

1964年（昭和39年）

1967年（昭和42年）
1968年（昭和43年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）

1975
1975年（昭和50年）

1978年（昭和53年）

世界で初めて光ディスク方式の画像情報ファイル
装置完成。
わが国初のMRI（磁気共鳴イメージング）装置を開発。
新本社「東芝ビルディング」完成。
株式会社東芝に社名を変更。
わが国最大規模の50kW燃料電池発電実験
プラントの運転に成功。
わが国初の高品位TVシステム用の
送・受信主要機器を開発。
1メガビットCMOSダイナミックRAMを開発。
超電導MRI装置を開発。
4メガビットダイナミックRAMを開発。
ラップトップ形パソコンを開発・商品化。
16メガビットダイナミックRAMを開発。
ブック形パソコン「DynaBook」を開発・商品化。
世界初の4メガビットNAND形EEPROMを開発。
世界初の16メガビットNAND形EEPROMを開発。
塩素系を含むプラスチックの油化技術を開発。
ゲート長が0.04ミクロンの世界最小
MOSトランジスタを試作。
世界初の3原色カラーフィルターを採用した
ブラウン管「マイクロフィルター管」を開発・商品化。
高密度光ディスク「DVD」を開発。
ミニノートパソコン「Libretto」を開発・商品化。
DVD-ビデオプレーヤ、DVD-ROMドライブを
開発・商品化。
PHSを内蔵した携帯情報端末「GENIO」を
開発・商品化。
平面テレビ「FACE」を商品化。
世界初の「MPEG4」画像圧縮伸長LSIを開発。
社内カンパニー制を採用。
検査音が世界一静かなMRI装置を開発・商品化。

創立125周年を迎える。
ＢＳデジタルハイビジョンテレビを商品化。
世界初のHDD&DVDビデオレコーダーを商品化。
世界初のワイヤレスコントロールを実現した
ネットワーク家電を発売。
世界初の65ナノメートル世代DRAM混載システム
LSI技術を開発。
大容量2ギガビットNAND型フラッシュメモリーを
商品化。
地上デジタルハイビジョンテレビを商品化。
委員会等設置会社に移行。
世界最小の0.85形磁気ディスク装置を開発。
１分間で８０％まで充電できる新型急速充電池を開発。
ＩＢＭ、ソニーグループと共同で高性能プロセッサ
「Cell」を開発。
世界初のHD DVDプレーヤー・HD DVD搭載
ハードディスクレコーダーを商品化。
世界初のHD DVD-ROMドライブ搭載パソコンを
商品化。
21型有機ELディスプレイを開発。
（低温ポリシリコンを用いた高分子タイプで世界最大）
心臓、脳を１回転で撮影可能なエリアディテクターＣＴ
「Aquilion ONETM」を商品化。
世界初「Cell Broadband EngineTM」搭載
高画質液晶テレビ「CELLレグザ」を商品化。
世界初、専用メガネなしで3D映像を視聴できる液晶
テレビ「グラスレス3Dレグザ（REGZA）GL1シリーズ」
を商品化。

1979年（昭和54年）

1982年（昭和57年）
1984年（昭和59年）

1985年（昭和60年）

1986年（昭和61年）

1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）

1993年（平成5年）

1995年（平成7年）

1996年（平成8年）

1997年（平成9年）

1998年（平成10年）

1999年（平成11年）

2000
2000年（平成12年）

2001年（平成13年）
2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2004年（平成16年）
2005年（平成17年）

2006年（平成18年）

2007年（平成19年）

2008年（平成20年）

2009年（平成21年）

2010年（平成22年）

東京芝浦電気（1939年）

白熱舎（1890年）

田中製造所（1875年） 芝浦製作所（1904年）

東京
電気

（18
99年

）

東芝（1984年改称）

重電の流れ

エレクトロニクスの流れ

東邦鉱業（1933年創業）
東洋耐火煉瓦（1918年創業）

東芝車両（1945年創業）
電業社原動機製造所（1910年創業）
石川島芝浦タービン（1936年創業）

1941年
1943年
1950年
1955年
1961年

2001年
1999年
1989年

東芝エレベータ
東芝キヤリア
東芝ライテック

1974年 東芝物流
（現 東芝ロジスティクス）

東芝コンシューママーケティング
（現 東芝コンシューマエレクトロニクス・ホールディングス）
東芝家電製造
（現 東芝ホームアプライアンス）
東芝ソリューション
東芝メディカルシステムズ
東芝マテリアル
東芝電子管デバイス
東芝三菱電機産業システム

東芝松下ディスプレイテクノロジー
（現 東芝モバイルディスプレイ）

2002年 2003年
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歴史と沿革

田中久重、東京・新橋に
電信機工場を創設。
藤岡市助、三吉正一が
東京・京橋に白熱舎創設。
わが国初の炭素電球を製造。
わが国初の水車発電機（60kW）を製作。
わが国初の扇風機を完成。
わが国初の誘導電動機（モータ）を製作。

わが国初のX線管の製造に成功。
わが国初のラジオ用送信管を完成。
世界の電球6大発明の1つ「二重コイル電球」を発明。
ブラウン管の試作に成功。
わが国初のラジオ受信機を製造発売。

わが国初の電気洗濯機および
電気冷蔵庫を完成、発表。
わが国初の電気掃除機を発売。
NHK向けとしてわが国初の
150kW大電力放送機を完成。
東京電気と芝浦製作所が合併し、
東京芝浦電気株式会社が発足。
わが国初の蛍光ランプを製作。
わが国初のレーダ完成。
わが国初の1,500A-1,000kW
単極水銀整流器を完成。

わが国初のテレビ放送機およびテレビ中継
マイクロウェーブ装置を完成。
わが国最大の72,500KVAかさ形水車発電機を製作。
わが国初の自動式電気釜を発売。
南極観測用オーロラレーダおよび
散乱現象観測用レーダを完成。
わが国初のトランジスタ式テレビを完成。
わが国初の電子レンジを開発。
わが国初の12,500kW原子力用
タービン発電機、
衛星通信用送信装置を完成。
世界的規模を誇る東海道新幹線用
変電所集中遠方監視制御装置を完成。
世界初の郵便物自動処理装置を完成。
わが国最大の100,000ガウス超電導磁石を完成。
世界初のカラーテレビ電話を開発。
世界初の大幅IC化カラーテレビを発売。
わが国最大の70万kWタービン発電機完成。
世界初のブラックストライプ方式
ブラウン管採用のカラーテレビを発売。

創立100周年を迎える。
わが国最大の100万kWタービン発電機完成。
実験用中形放送衛星「ゆり」
打ち上げに成功。
わが国初の日本語ワードプロ
セッサ製品化。

1875
1875年（明治8年）

1890年（明治23年）

1894年（明治27年）

1895年（明治28年）

1900
1915年（大正4年）
1919年（大正8年）
1921年（大正10年）
1924年（大正13年）

1925
1930年（昭和5年）

1931年（昭和6年）
1936年（昭和11年）

1939年（昭和14年）

1940年（昭和15年）
1942年（昭和17年）
1949年（昭和24年）

1950
1952年（昭和27年）

1953年（昭和28年）
1955年（昭和30年）
1957年（昭和32年）

1959年（昭和34年）

1963年（昭和38年）

1964年（昭和39年）

1967年（昭和42年）
1968年（昭和43年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）

1975
1975年（昭和50年）

1978年（昭和53年）

世界で初めて光ディスク方式の画像情報ファイル
装置完成。
わが国初のMRI（磁気共鳴イメージング）装置を開発。
新本社「東芝ビルディング」完成。
株式会社東芝に社名を変更。
わが国最大規模の50kW燃料電池発電実験
プラントの運転に成功。
わが国初の高品位TVシステム用の
送・受信主要機器を開発。
1メガビットCMOSダイナミックRAMを開発。
超電導MRI装置を開発。
4メガビットダイナミックRAMを開発。
ラップトップ形パソコンを開発・商品化。
16メガビットダイナミックRAMを開発。
ブック形パソコン「DynaBook」を開発・商品化。
世界初の4メガビットNAND形EEPROMを開発。
世界初の16メガビットNAND形EEPROMを開発。
塩素系を含むプラスチックの油化技術を開発。
ゲート長が0.04ミクロンの世界最小
MOSトランジスタを試作。
世界初の3原色カラーフィルターを採用した
ブラウン管「マイクロフィルター管」を開発・商品化。
高密度光ディスク「DVD」を開発。
ミニノートパソコン「Libretto」を開発・商品化。
DVD-ビデオプレーヤ、DVD-ROMドライブを
開発・商品化。
PHSを内蔵した携帯情報端末「GENIO」を
開発・商品化。
平面テレビ「FACE」を商品化。
世界初の「MPEG4」画像圧縮伸長LSIを開発。
社内カンパニー制を採用。
検査音が世界一静かなMRI装置を開発・商品化。

創立125周年を迎える。
ＢＳデジタルハイビジョンテレビを商品化。
世界初のHDD&DVDビデオレコーダーを商品化。
世界初のワイヤレスコントロールを実現した
ネットワーク家電を発売。
世界初の65ナノメートル世代DRAM混載システム
LSI技術を開発。
大容量2ギガビットNAND型フラッシュメモリーを
商品化。
地上デジタルハイビジョンテレビを商品化。
委員会等設置会社に移行。
世界最小の0.85形磁気ディスク装置を開発。
１分間で８０％まで充電できる新型急速充電池を開発。
ＩＢＭ、ソニーグループと共同で高性能プロセッサ
「Cell」を開発。
世界初のHD DVDプレーヤー・HD DVD搭載
ハードディスクレコーダーを商品化。
世界初のHD DVD-ROMドライブ搭載パソコンを
商品化。
21型有機ELディスプレイを開発。
（低温ポリシリコンを用いた高分子タイプで世界最大）
心臓、脳を１回転で撮影可能なエリアディテクターＣＴ
「Aquilion ONETM」を商品化。
世界初「Cell Broadband EngineTM」搭載
高画質液晶テレビ「CELLレグザ」を商品化。
世界初、専用メガネなしで3D映像を視聴できる液晶
テレビ「グラスレス3Dレグザ（REGZA）GL1シリーズ」
を商品化。

1979年（昭和54年）

1982年（昭和57年）
1984年（昭和59年）

1985年（昭和60年）

1986年（昭和61年）

1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）

1993年（平成5年）

1995年（平成7年）

1996年（平成8年）

1997年（平成9年）

1998年（平成10年）

1999年（平成11年）

2000
2000年（平成12年）

2001年（平成13年）
2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2004年（平成16年）
2005年（平成17年）

2006年（平成18年）

2007年（平成19年）

2008年（平成20年）

2009年（平成21年）

2010年（平成22年）

東京芝浦電気（1939年）

白熱舎（1890年）

田中製造所（1875年） 芝浦製作所（1904年）

東京
電気

（18
99年

）

東芝（1984年改称）

重電の流れ

エレクトロニクスの流れ

東邦鉱業（1933年創業）
東洋耐火煉瓦（1918年創業）

東芝車両（1945年創業）
電業社原動機製造所（1910年創業）
石川島芝浦タービン（1936年創業）

1941年
1943年
1950年
1955年
1961年

2001年
1999年
1989年

東芝エレベータ
東芝キヤリア
東芝ライテック

1974年 東芝物流
（現 東芝ロジスティクス）

東芝コンシューママーケティング
（現 東芝コンシューマエレクトロニクス・ホールディングス）
東芝家電製造
（現 東芝ホームアプライアンス）
東芝ソリューション
東芝メディカルシステムズ
東芝マテリアル
東芝電子管デバイス
東芝三菱電機産業システム

東芝松下ディスプレイテクノロジー
（現 東芝モバイルディスプレイ）

2002年 2003年
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